
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

3,467 1,594 1,873

令和3年度目標
相談解決率
96.5％

消費者行政強
化事業補助金

令和3年度実績
相談解決率
93.7％

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 3 だれもが安全に暮らせるまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 3-3 交通安全・防犯対策・消費者保護の推進
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 3-3-3 消費者保護の推進

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

消費者行政推進事業

消費生活全般に対する相談や苦情に的確
かつ迅速に対応するため、消費生活セン
ターを設置し、相談業務を実施すること
により消費者被害の未然防止と拡大防止
を図る。また、北海道消費者行政推進事
業補助金を活用し、消費生活問題の周
知・啓発に努める

消費生活相談　239件
消費者大会 10月24日 参加者265
名
高校卒業生に対する啓発物品の
配布
1042部×2種類
成人式出席者への資料配布
・R3新成人　279部
・R4新成人　450部

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、前年度までと比べ相談件数が横ばいとなっているものの、新型コロナウイルスの影響等により内容は複雑化、多様化しており、今後も相
談員法律研修の実施など相談対応力の強化を継続して実施し、相談員のスキルアップを図りながら適切に対応していく。消費者被害は後を絶たず、消費
生活センターの存在は必要不可欠であることから現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

390 390

令和3年度目標
消費者大会参集
人数　300人
消費者の日啓発
参集人数　800人
消費生活展参集
人数　800人

令和3年度実績
消費者大会参集
人数　265人
消費者の日啓発
参集人数　中止
消費生活展参集
人数　360人（パ
ネル展のみ）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 3 だれもが安全に暮らせるまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 3-3 交通安全・防犯対策・消費者保護の推進
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 3-3-3 消費者保護の推進

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

北広島消費者協会活動支
援事業

市民の消費生活の安定及び向上を目的とし
て活動する北広島消費者協会を支援する。

北広島消費者協会へ補助金を交付 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性

（評価の視点）

令和3年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により、消費者協会が実施する啓発活動等の一部が中止になるなどの影響を受けたが、消費者大会など、
感染対策を徹底して開催できたものもあった。今後も市民の消費者生活の安定及び向上等のため活動する消費者協会への補助は必要であることから現
状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0 0

令和3年度目標
企業セミナー
1件
工業技術向上促
進事業助成　1
件

令和3年度実績
企業セミナー
0件
工業技術向上促
進事業助成　0
件

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-2 工業の振興・企業誘致
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-2-2 地元企業の産業振興

二次評価についての
コメント

事業実施の必要性も含めて今後の事業のあり方を検討すること。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

企業人財づくり支援
事業

企業の健全経営を促進するため、人材育
成事業等を実施する市内企業に対して補
助する。

新型コロナウイルスの影響によ
りセミナーや研修が中止となっ
たため、実績なし

要検討 要検討

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により緊急事態宣言等が発令され、企業セミナー等の開催について自粛する企業等が多かったことから
申請がなかった。今後、企業の人材育成等に関して、もっと利用しやすい制度の検討を行う必要がある。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

26,557 26,557

令和3年度目標
巡回相談件数
（延べ）　500
件
窓口相談件数
1,350件
相談・指導商工
会員数（実件
数）　350件

令和3年度実験
巡回相談件数
（延べ）　236
件
窓口相談件数
1,036件
相談・指導商工
会員数（実件
数）　207件

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、新型コロナウイルス感染症拡大による行動制限の影響を受け、商工会の巡回及び窓口相談件数が目標を下回る結果となった。今後は感染
状況を見極めながら、小規模事業者や中小企業に対し、支援制度の相談をはじめ、経営や創業等に関する相談支援に努めていく。商工会の活動は、その
専門性を以て小規模事業者の経営に関する諸問題に対応し、経営の安定並びに商工業の振興に寄与しており、小規模事業者をはじめ中小企業に対し不可
欠であることから本事業は現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

小規模事業指導推進
事業

小規模事業者の経営の安定化や中小企業
を支援するため、北広島商工会が行う小
規模事業者への経営改善普及事業等に対
して補助する。

北広島商工会に補助金26,557千
円を交付

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-3 商業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-3-2 起業支援と経営安定



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

279,210 250,000 29,210

貸付件数　150
件
利子・保証料件
数　250件

中小企業者等
融資貸付金収
入元金

貸付件数　125
件
利子・保証料件
数　239件

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-3 商業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-3-2 起業支援と経営安定

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

中小企業者等融資事
業

中小企業者の事業資金調達の円滑化を図
るため、市が市内金融機関に原資を預託
し、融資事業を実施する。また、信用保
証料の全額及び利子の一部を市が補給す
ることにより、事業者の負担を軽減し、
中小企業者の育成振興を図る。

融資125件 1,281,570千円
　運転67件　975,000千円
　設備13件   90,070千円
　新規 3件　 22,000千円
　小口42件　194,500千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和2年度に新型コロナウイルス感染症の影響により、融資を利用して一定の資金確保を行った事業者が多かったことなどから、令和3年度は目標数値を
下回る実績となった。引き続き商工会や市内金融機関と連携を図り、市内事業者の資金需要を把握するとともに必要な支援を行っていく。本事業は中小
企業者の資金確保や新規創業者に対する開業資金の調達及び事業者の経済的な負担の軽減に貢献し、市内商工業振興に寄与するものであり、継続して実
施する必要があることから現状維持とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

31 31

令和3年度目標
移動販売平均利
用者数　50人
買い物サービス
活用講習会回数
3回
買い物サービス
活用講習会参加
者数　30名

令和3年度実績
移動販売平均利
用者数　46人
買い物サービス
活用講習会回数
3回
買い物サービス
活用講習会参加
者数　33名

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-3 商業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-3-3 買い物環境の維持確保

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

買物不便者対策事業

移動販売や宅配等、買い物サービスの実
施状況やその活用方法、また、公共交通
の利用等について広く市民に周知し、買
物不便解消とともに市内食料品店等の消
費拡大を図る。

事業者との連携による移動販売
車の運行・検証
・平均利用者数　46人
買い物サービス活用ガイドブッ
クの配布・活用周知
買い物サービス活用講習会の開
催
・参加者合計33名（市内3か所）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、事業者との連携による移動販売の利用状況を分析するとともに、運行経路及び停車場所を一部見直したことで、利用者数の目標は下回っ
たが利用促進につながった。買い物サービス活用講習会は、移動販売や宅配サービスで取り扱っている商品を実際に手に取って確認できるようにするな
ど内容を工夫し、買い物サービスを広く市民に知っていただく機会の提供に努めた。本事業は買い物不便の解消にむけ、継続した取組が必要であること
から現状維持とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

446 446

令和3年度目標
ラブローカルプ
ロジェクト写真
応募数　100枚

地域商店街魅力
発信事業交付金
活用件数　4件

令和3年度実績
ラブローカルプ
ロジェクト写真
応募数　188枚

地域商店街魅力
発信事業交付金
活用件数　2件

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-3 商業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-3-4 地域への商業情報発信とつながり形成

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

商工魅力発信事業

地域の消費拡大による経済の活性化及び
商工業振興のため、地域商店街振興会が
実施する事業に対して補助するととも
に、関係団体等と連携し市内企業PRに取
り組む。

ラブローカルプロジェクト写真
応募数　188枚
商工魅力発信展の開催（12月18
日～27日、写真展示78件）
ラブローカル冊子発行数 257冊
地域商店街魅力発信事業交付金
活用件数　2件

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は写真応募の手法として新たにSNS等を加えるなど、若年者を含め幅広い世代の参加を呼びかけたところ多くの応募につながったことから、引
き続き効果的な魅力発信に努める。また、地域商店街振興会の交付金活用件数が目標より少なかったことから、積極的な交付金の活用を呼びかけ、賑わ
い創出を支援することで関係団体との更なる連携と企業PRを図る。本事業は地元消費拡大や商工業振興にむけ、市内事業の認知度向上、新たな顧客やリ
ピーターの確保につがなり得る有効な取組であることから現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,460 2,460

令和3年度目標
令和3年度目標
利用者延べ人数
9,000人

令和3年度実績
利用者延べ人数
9,126人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-4 雇用と就業環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-4-1 雇用機会の拡大

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

地域職業相談室運営
事業

国（ハローワーク）との連携により、市
内において職業相談、職業紹介及び求人
情報の提供を行い、求職者の利便性向上
を図る。また、館内に市役所相談室を併
設し、離職者の健康保険や年金、税金等
の相談に対応する。相談室に再任用職員
を配置し、相談対応の外、管理・運営を
行う。

地域職業相談室（ジョブガイド
北広島）
利用者延べ人数　9,126人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は引き続き施設の認知度向上に取り組み、様々な媒体による周知を行い利用促進に努めてきた。今後もハローワークとの連携を強化しなが
ら、市内における就職支援に取り組む。本事業は、公共職業安定所が設置されていない市町村において、国と市町村が連携して職業相談、職業紹介サー
ビスを行うことで、就職の促進及び利便性の向上を図ることを目的としており、重要な雇用施策であることから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,408 1,408 0

令和3年度目標
外国人雇用相談
窓口相談企業数
20社
外国人材採用セ
ミナー参加企業
数　20社
交流事業参加者
各20人

自治体国際化
協会助成金

令和3年度実績
外国人雇用相談
窓口相談企業数
2社
外国人材採用セ
ミナー参加企業
数　9社
交流事業参加者
・日本語フェス
タ　12人
・バスの旅　14
人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-6 交流・多文化共生の推進
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-6-4 多文化共生の推進

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

多文化共生推進事業

在留外国人の増加に伴う各種課題に対応
するため、コミュニケーション支援や生
活支援の他、多文化共生の地域づくり等
に取り組む。

外国人雇用相談窓口（6月1日～
12月28日）　11件
外国人支援窓口紹介リーフレッ
ト作成・配布
外国人材採用セミナー（7月8
日）　9社10名
知って得する日本語フェスタ（8
月28日)　12名
キタヒロバスの旅(10月30日)
14名

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は具体的な取組の初年度として、外国人住民や雇用事業者等を対象に様々な取組を実施したが、参加人数等が少ないものもあったことから、
今後は、外国人住民や外国人雇用事業者が求める支援などの実態把握に努め、地域住民と外国人との繋がり構築のための取組を実施し、多文化共生の実
現を目指す。本事業は、今後増加が見込まれる外国人労働者の各種課題への対応を目的とした生活支援やコミュニケーション支援等であり、継続して実
施する必要があることから現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

4,004 4,004

令和3年度目標
分譲件数2件、
分譲率100％

令和3年度実績
分譲件数0件、
分譲率98％

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-2 工業の振興・企業誘致
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-2-3 企業誘致の推進

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

企業誘致推進事業

地域経済の活性化等活力あるまちづくり
をめざすため、輪厚工業団地や民間所有
分譲地への企業誘致活動を推進するとと
もに、雇用創出の場を確保するために北
広島市企業立地促進条例に基づき、事業
所の新増設者に対して市内居住者を新規
に雇用した場合に奨励金を交付する。（1
人50万円/年）

北広島市企業立地促進条例に基
づく雇用奨励金の交付　2件　8
人分　4,000千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、輪厚工業団地の残り２区画について分譲を目指し商談を続けたが、分譲には至らなかった。分譲済みの区画については操業した企業が1
社、竣工した企業が2社あった。今後も早期の完売や操業に向け、継続して企業誘致活動を行うとともに、雇用奨励金の交付により雇用創出を促進する
など、地域経済の活性化を図っていく必要があることから現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,075 479 117 479

令和3年度目標
コミュニティビ
ジネス指定事業
件数　3件
補助金交付件数
4件（新規）

地方創生推進
交付金

北海道市町村
振興協会助成
金

令和3年度実績
コミュニティビ
ジネス指定事業
件数　3件
補助金交付件数
3件（新規）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-3 商業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-3-2 起業支援と経営安定

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

創業促進支援事業

地域課題の解決にビジネスとして取り組
む者に対し、創業に必要な経費の一部を
補助する。
創業フォーラムを開催し、創業者のつな
がり形成や市民の創業への理解等を促進
し、創業によるまちの活性化、創業を支
える機運醸成を図る。

創業相談　18件
コミュニティビジネス創業支援
アドバイザーによる相談　3件
補助金交付件数3件
創業フォーラムの開催
・9月28日　参加者24名
・10月6日　参加者16名

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、コミュニティビジネスのうち、買い物支援を地域課題として創業する事業の場合に補助上限額を増額するなどの見直しを行い、買い物不
便者対策の取組促進を図ったが、指定された事業がなかったことから、引き続き事業内容の周知に努める。事業指定件数は3件で近年市内における創業
機運が高まっていることから、本事業による創業経費の補助や、創業者のつながり形成及び市民の創業理解を促進するフォーラムの開催などは必要な取
組であり、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

110 110

令和3年度目標
通年雇用化数
11人

令和3年度実績
通年雇用化数
49人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-4 雇用と就業環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-4-1 雇用機会の拡大

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

季節労働者通年雇用
促進支援事業

季節労働者の通年雇用化に取り組む北広
島市季節労働者通年雇用促進支援協議会
へ国、道とともに参画し、支援を行う。

季節労働者通年雇用促進支援協
議会へ負担金を交付
・人材育成事業参加者：延8人
・求人開拓：196社
・事業所向けセミナー参加企
業：28社
・職業相談者：延41人
・通年雇用化数：49人
・実態調査：回収率11.6%
・企業紹介誌：配布人数130人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、協議会が実施する各種事業による通年雇用化数について、目標値11人に対し、実績49人と目標を達成している。引き続き、国、北海道と
ともに協議会を支援する必要があることから現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

12,000 12,000

令和3年度目標
会員数　530人
就業率　80.0％

令和3年度実績
会員数　531人
就業率　79.5％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、シルバー人材センターにおける就業率は80％に到達しなかったが、前年（76.4％）からは増加しており、高年齢者の就業機会の確保につ
ながった。高年齢者の雇用環境については、少子高齢化や健康寿命の延伸に伴い、これまで以上に安定した雇用の拡充が求められており、本事業により
高年齢者の雇用機会の確保のほか、社会参加や生きがいづくりなど、福祉の増進にも寄与していることから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

商
工
業
振
興
課

シルバー人材セン
ター活動支援事業

高年齢者の就業確保・拡大及び社会参加
の促進に繋がる事業を実施する北広島市
シルバー人材センターに対して支援を行
う。

北広島市シルバー人材センター
へ補助金を交付

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-4 雇用と就業環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-4-2 多様な働き手への就業支援


